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保

国

り

菰
月

い'対

象

は

市

民

全

市
民
皆
保
険
の
目
的
を
達
成
し
、
一
②
調
査
対
象
者
リ
大
村
市
に
住
一
く
だ
さ
い
。

市
民
の
利
益
を
増
大
す
る
こ
と
を
一
所
を
有
す
る
者
全
員
で
、
現
在
の
一
④
提
出
の
時
期
H
町
務
連
絡
委

目
標
に
国
民
健
康
保
験
被
保
険
者
一
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
も
含
み
一
員
は
保
険
衛
生
課
ま
た
は
出
張
所

一
一
角
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
一
ま
す
。

一
へ
十
二
月
二
十
日
ま
で
提
出
し
て

市
民
も
れ
な
く
と
の
調
査
票
を
提
一
①
調
査
票
の
提
出
H
各
町
務
連
一
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

同
さ
れ
る
ょ
っ
お
願
い
し
ま
す
。
一
絡
委
員
を
通
じ
て
配
付
レ
ま
す
の
一
す
の
で
、
配
付
さ
れ
た
ら
す
ぐ
替

の
調
査
の
時
期
H
本
年
十
二
月
一
で
、
調
査
票
喪
面
の
注
意
事
項
を
一
い
て
町
務
連
絡
委
員
に
出
し
て
く

一日
現
在

一

よ
く
読
ん
で
世
帯
単
位
に
出
し
て
-
だ
さ
い
。

(
保
険
衛
佳
課
)

島
美
代
ム
黒
木
、
北
川
内

利
雄

ー一一--

調
オミ
主主‘

の

部
一

よだ政市巾ホf

新 q
しX
いん

民 O
生 Q

o委 U

O員
Qき

5ま
Oる

〔
竹
松
地
区
〕

大

十
二
月
一

日
付
で
つ
ぎ
の
六
十
一
主
町
長
野
賛
美
子
ム
水
田
住

一ム
上
、
下
小
路
口
、
鬼
橋
松
尾

〉
-
一
名
が
新
し
く
民
宜
委
員
に
任
一
宅
一
区
、

東
、
西
三
城
浜
回
線
一寅
雄
ム
竹
松
、
小
路
口
住
宅

出

竺

命

さ

れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)
一
子
A
国
立
大
村
病
院
久
原
病
棟

一口
竹
治
ム
堺
町
、
原
口
、
原
口
住

町
一
(
担
当
地
区
、
氏
名
の
順
)
一

原
口
保
雄
ム
同
松
並
病
棟
百
木
一宅

古
川
秀
六
ム
竹
松
本
町
橋

U
一〔
三
浦
地
区
〕

一

茂

一口
鶴
代
ム
大
川
田
、
富
の
原
、
今

叩
一

A
日
泊
福
田
折
枝
ム
今
村
一
〔
西
大
村
地
区
〕

一津
、
原
口
町
神
近
操
ム
竹
松
町

四
一
中
村
健
児
ム
潤
陸
前
出
イ
シ
一
ム
上
、
下
諏
訪
中
井
鷹
一
ム
水
一宮
小
路
、
黒
丸
、
九
電
社
宅

久

刊

一

ム

語
、
時
川
内
波
戸
禿
市
一
回
、
水
田
住
宅
二
区
寺
田
国

二
保
福
治

H
U

一
〔
鈴
田
地
区
〕

一

ム

杭

出

津

住

宅

三

、
四
区
松
添

一

一

一

一
〔
福
重
地
区
〕

一
ム
岩
松

川
口
博
ム
平
小
川
藤
一
犠
八
ム
池
田
一
瀬
シ
メ
A
乾
馬

一

わ

一
川
ノ
ブ
A
申
里
森
貞
次
ム
大
里
一
場
、
古
町
梅
原
惣
百
ム
古
町
住
一A
寿
古
、
沖
田
菊
池
秀
吉
ム
野

日
締
一
北
清
志
ム
陰
一
中
渡
辺
市
郎
一
宅
五
、
六
区
渡
辺
栄
ム
東
、申
誠

一回
、
霊
井
田
宮
崎
清
市
心
草
場

日

明
一
〔
大
村
地
区
〕

一
訪
溝
上
太
久
馬
ム
昭
和
通
り
、

一矢
上
田
丸
モ
ト
ム
今
宮
、
皆
同

月
型
A
下
久
服
、
前
舟
棒
、
東
浦
今
王
、
下
杭
出
津
中
島
祐
子
ム
諏
訪

一富
永
小
次
郎
ム
立
福
寺
、
弥
勤
寺

口

三
里
政
巾
ム
本
小
路
、
玖
島
町
永
石
一
住
宅
七
、
八
区

草
野
ア
サ
ノ
ム
一村
井
芳
作

年
間
一
善
太
郎

山
武

部

姉
川
浄
弘
ム
荒
一
新
城
、
辻
田
岡
エ
ミ
ゐ
松
山
、
一
〔
松
原
地
区
〕

H
W
一
卒
、
水
計
坂
出
キ
ク
ノ
ム
木
場
一
箕
島
相
田
儀
作
A
楠
松
永
田

一

刑
判
一

須
出
ボ
上
町
東
降
心
赤
佐
古
、

一
キ
セ
A
桜
馬
場
飯
笠
郎
次
ム
一ム
久
津
、
寺
本
井
上
陸
善

昭
間
一
賀
川
内
侭
山
尚
治
凸
上
久
原

一松
並
、
古
賀
島
光
山
万
蔵
ム
泊

五

時

五

十

軒

目

、

昭

-
日
向
平
、
小
姓
小
路
神
近
信
一

回
住
宅
九
、
十
、
十
一
区
辻
格
一?

一
ム
惟
油
、
大
多
武
、
横
山
頭
野
ご

一木

場

軍
山
房
雄
ム
南
、
北
野
岳

一

一野
出
、
平
原
吉
川
喜
代
作
ム
南

)
一

口
朗
太
郎

斗
片
町
、
上
小
路
、
草
一
〔
萱
潮
地
区
〕

一i

ベ
一
場
、
出
の
初

加
勝
信
幸
ム
東
本
一心
荒
瀬
、

原

宮

出
保
ニ
ム
宮
代
一北
松
本
、
間
一一
区
野
川
寿
子

A

(

一

町

徳

富
美
溜
一次

ω西
本
町
一
、
一
回
下

山
週
間
作
合

川
内

山

一山
下
、
梶
ノ
尾

福
島
房
一

一-一丁
目

山
田
敏
彦
心
本
町
、
水
一
口
義
範
心
中
岳

、

久

良

原

八

十

(

福

祉
事
務
所
)

一一
〔
お
た
ず
ね
〕

ψ
水
道
の
て
い
ま
し
た
が
、
「
水
道
法
」
得
な
い
場
合
の
ほ
か
、
給
水
止
理
由
が
続
く
間
」

と
定
め
事
が
施
行
さ
れ
、
完
成
後
精
算

一一

一
一
条
例
が
改
正
さ
れ
た
そ
う
で
す
と
い
う
新
し
い
法
樟
が
昭
和
三
そ
制
U

附

し

た

り

、

停

比

し

た

ら

れ

た

こ

と

。

さ

れ

ま

す

。

一

一

一
一
が
、
ど
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
十
二
年
か
長
望
号
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
と
定
め
と
の
条
例
の
運
用
に
つ
い
て
ま
た
、
水
道
工
事
を
他
人
の
智

一一

一
一
か
簡
単
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

と
れ
に
よ
っ
て
大

村

市

の

条

例

ら

れ

た

乙

と

。

は

皆

様

万

の

一

層

の

ζ
協
刀
を
か
6
分
岐
し
て
設
備
を
す
る
よ
一
一

一
一
②
水
道

義

レ
く
引
込
み
た
い
も
「
大
村
巾
水
道

霊

祭

条

ω工
事
の
費
用
の
算
出
方
法
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

う
な
場
合
は
、
申
し
込
み
の
際
一
一

一
一
の
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
ず
れ
例
」
と
し
て
改
正
さ
れ
ま
し
た
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
こ
と
②
水
道
工
事
(
新
設
、
増
設

同
意
討
を
提
出
し
て
い
た
だ
/¥

一一

一
一
ば
良
い
か
、
ま
た
ど
れ
く
ら
い

1

・

改

造

工

事

等

)
を
し
よ
う
と
さ
と
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
く
わ
一
一

一

一

時

邸

時

日

片

山

水

道

引

込

み

の

工

事

費

は

向

日

付

野

川

内

山

政

司

護

へ

お

た

ず

ね

く

…

…

一
一
の
で
す
が
(
乾
馬
場
叩
本
益
枝
)
'

み
に
よ
り
技
術
員
が
設
計
を
し
工
事
の
費
用
は
、

普
通
一

M
当

一一

一
一
〔
お
こ
た
え
〕
①
従
来
上
が
、
そ
の
お
も
な
点
は
つ
ぎ
の
例
給
水
装
闘
お
よ
び
水
質
に
ま
す
。
と
の
手
数
料
は
、
新
設
り
三
百
円
か
日己
百
十
円
ぐ
ら
一
一

一
T
I
l
l--水
道
は
明
治

と
お
り
で
す

。

つ

い

て

、

使

用

者

が

検

査

を

五

十

円

、
増
設
改
造
等
三
十
円
い
の
見
当
で
す
が
、
と
れ
は
六
一
一

一一

一
の

箱

一

こ
十
三
年
に

ω給
水
装
置
の
構
造
お
よ
び

請
求
す
る
楕
利
が
認
め
ら
れ
で
す
。
乙
の
設
計
に
よ
り
工
事
体
つ
ぎ
の
費
用
の
合
計
額
じ
ず
一
一

一一

一
民

間

一

定
め
ら
れ
た
材
質
の
基
摺
が
定
め
ら
れ
た
た
と

と

。

費

概

算

額
が
算
出
さ
れ
ま
す
の
材
料
貸
、

運
脚
質
、
労
力
費
、
…
…

…

一

両

用

」

九

日

比

問

先

ト

災

害
そ
の
他
や
む
を

日

切

れ

料

品

昨

日

投

開

一

諮

問

時

、
工
事
監
督
夜

、
一
一

，、
一給
、
傷
病
年
金
、

普
通
扶
助
料
、一

一財
産
者
つ
ぎ

ωと
お
り
円
以
売
に
付

一

畑
八
畝
冗
歩
内
ニ
十
三
歩
陛
畔

主

一
時
十
九
日
付
一
公
務
扶
助
料
(
文
官
標
)
は
十
一
一
一

郵
便
局
で
は

了

ま
す
か
己
、
夏
希
望
者
は
当

一
三

震

の

2
4

』
一二
月

七

日

か

ら

、

一

コ

今
年
六
月
か
一日

定
刻
ま
で
に
、
印
鑑
持
参
引
う
一

畑
三
畝
二
十
歩

説

許

可

豆

諸

語

辞

刊

行

一

企

抑

示

日

一一

説

明

日

計

二
十
五
日

一同

毎

日

間

十
六
番

補
助
金
交
付
申
請
容
を
受
け
付
け
一毎
年
四
回
に
わ
け
で
支
給
さ
れ
て

一

(

福

祉

事

務

所

)

一

レ

険

…

員
が
保
証
さ

一

午
後
二
時

一的
池
田
郷
立
石
百
一
八
十
一孟
の
一

ま
す
の
で
、
印
鑑
持
参
の
う
え
、

一い
る
方
式
の

2
、
一
月
支
給
分
一

!
!
i
i
1
!
一

祝

保

一

れ
そ
の
上
掛
一ム
会
場
所

大
杓
市
役
所
税
務
一(
畑

長
一
ヒ
ヘ
場

森
林
組
合
ま
た
は
農
林
課
林
務
係

一が
士
一
月
中
に
支
給
さ
れ
る
わ
け
一
正

し

い

歩

行

一

む

族

一

金
も
た
い
へ

一

課

一川

詩

郷

末

路

百
二
卜
二
番
の

へ
十
二
月
二
十
日
ま
で
に
申
請
書一

で
す
。

一

安

全

運

転

で

一

に

伐

ん

安

い

か
家
一
会

売

方
法

一
般
競
争
入
札

一

八

宅
地
一二
十
四
坪
九
合
一
コ
勺

を
出
し
て
く
だ
さ
い
(
農
林
課
)
工
文
給
別
内
容
は
、
普
通
、
増
加
恩
一

明

る

い

お

正

月

を

一

下

期

一

族
保
険
五
ム
入
札
加
入
保
証
金
入
札

議

一
ω並
松
郷
百
本
松
六
百
二
十
五
番

一

生

和

一

売
り
出
し
て

一

の
百
宗
一五
以
上

一

五
畑
ゴ
誠
二
十
一
歩

φ
人
口
密
度
が

一
平
方
J
当
り
十

件

才

ム

非

常
に
好
評
一ム
代

金

約

付

方

法

即

納

一

2
泉
川
内
側
鉢
久
保
四
百
四
十

お
お
む
ね
二
千
人
以
上
の
町
ま
一
…
一
回

一

巻
博
し
て
い

一八
農
地
公
売
に
つ
い
て
は
、
県
知
一

U古
畑

4

畝
歩

た
は
字
@
市
街
的
形
態
を
な
し
一
一
一

ま
ず
。
と
の

一

事
の
発
す
る
適
格
証
明
書
喜
一

3
の
原
郷
中
江
五
百
七
十
六
番

て
い
る
区
域
内
に
あ
る
一
戸
数
が一

保
険
は
還
陪
一

ず
る
も
の
に
限
り
入
札
を
許
可

一
(
畑
一
反
取

-

全
戸
数
の
お
お
む
ね
五
割
以
上

一
の
お
祝
い
金
と
で
も
い
う
、
六
十

一

す
る
。

一川
野
間
郷
人
村
田
二
百
四
十
六
番

で
あ
る
町
ま
た
は
字
小
麦
通
の

一
才
満
期
の
保
険
で
す
が
、
と
の
た
一

一

忠
地
、
観
光
地
で
あ
る
た
め

一び
自
分
が
働
け
る
聞
に
掛
金
を
か

一

【
公
売
物
件
】

一れ

れ

七

百

五

十

川

番

の

特
に
清
潔
帯
保
持
す
る
と
と
が
一
け
絡
コ
て
、
停
年
ど
ろ
に
ほ
満
期

一
ω大
村
市
今
村
郷
字
鳩
宗
千
九
百

一。

四

畑
三
畝
二
十
問
歩

必
要
な
町
ま
た
は
字
、
以
上
の
一
保
険
金
が
と
れ
る
家

族
保
険
法

一

六
十
四
番
問
七
畝
二
十
六
歩

一同
池
田
郷
仰
木
原
六
十
番
第

一

同

町

長

臨

時

一

日

知

事

E
d
J
d町

一
一
同
肝
心
叩
了
時
五
七
十
八
番

畑

家
庭
の
明
る
い
世
話
レ
を
守
る
こ
一

，
tu胆
倒

一
五
畝
二
十
一一
一歩

め

と

一回
に

一口
、
ま
ず
家
族
引
一同
木
場
郷
三
日
月
二
千
五
百
二
十
一
池
田
郷
仰
木
原
八
十
四
番

畑

険
に
入
り
ま
し
ょ
う
三
郵
便
船
一

九
審
の
八

原
野
ニ
皮

一
畝
一ニ

一一
一畝
ト
九
歩

で
は
呼
び
か
げ
て
い
ま
す
。

一

十
八
歩

一同
申
諏
訪
山
口
十
意
の
ニ

(
大
村
郵
便
局
)

一川
木
場
郷
上
長
尾
凶
百
一
番
畑

一

宅
地
三
十
五
町
一
合
一

刀

i
i
i
i
i
;
i
i
一
一
反
二
十
二
歩
外
十
五
歩
畦
畔

一帥
今
村
郷
四
の
同
千
一副
九
十
一一番

公

売

お

知

ら

せ

一同
木
場
郷
背
山
六
百
九
十
二
番
冶

一

の

二

畑
一一一畝
γ
一一一歩

;

一

第
一
畑
門
畝
二
十
二
歩
外
三

一帥
咋
松
郷
側
川
包
帯
百

一
番
合
併

お
日
・
田
畑
、
原
野
な
ど

一

歩
畦
畔

一

第
一ニ

畑
五
畝一一
十
四
歩

市
税
滞
納
に
よ
り
、

衆
仰い
・えた
一
ω玖
島
郷
岩
舟
四
百
三
十
八
番
二

一

(
税
務
課
)

じ-です 、カ、

一軍聞に二千三百億円が;回りとな

った，一昨年度に専売聞が売った

一千九卜l宮本の売ヒげ高であるl。

わが国 では二千二百万人の人たち

がたばとを吸うといわれている。

一 回一人約十五本として年間五千

四百本を吸うととになり、アメリ

カ、イギリス、スエーデン、フラ

ンス、日本の順で世界五番目の愛

煙国となる.

ζ 存

事局
長

九

5
公
益
質
屋
の
流
質
物

す
を
つ
ぎ
の
と
お
り
公

寺
仇

売

し
ま
す
。

け
リ
'
ム
日
時

十
二
月
十

七
日
午
前
十
一

時

売

ム

場

所

中

央

公

民

J

包

餌

日
開
ム
公
売
品

衣
類、

1

時
計
等
四
百
六
十

一
比
・
七
点

け
は
な
お
、

当
日
公
益
質

局
主

屋
は
休
業
し
ま
す
。

…

(

福

祉

事
務
所
)

這
林
補
助
金
の

申
請
は
初
日
ま
で

桑

苗

を

あ

っ

せ

ん

葉
苗
を
購
入
す
る
か
た
は
大
村

市
養
蚕
組
合
で
あ
っ
施
レ
ま
ず
か

ら
十
二
月
二
十
五
日
ま
で
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
価
格
は
一
本

六
円
程
度
。
(
農
林
課
)

年
内
に
申
請
す
れ
ば
無
料

家
畜
の
飼
養
は
許
可
制
に

い
ま
ま
で
特
別
清
掃
地
域
内
で
一
が
、
来
年
一
月
一
円
以
降
は
七
百

家
畜
そ
飼
養
す
る
と
き
は
、
単
に
一
円
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
一
月
一

届
出
だ
け
で
よ
か
っ
た
も
の
が
、
一
日
以
降
無
許
可
で
家
畜
を
飼
養
す

法
律
(
へ
い
献
処
理
場
等
に
闘
す

一る
者
は
一
年
以
下
の
徴
役
ま
た
は

る
法
樟
)
の

一
部
改
正
に
よ
っ
て
一

三
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ

許
可
を
受
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
一
ま
す
。

な
り
ま
し
た
。

許
可
を
必
要
と
す
一
ム
許
可
の
条
件
と
な
る
畜
舎
等

る
家
畜
の
種
類
と
頭
数
は
つ
ぎ
の
一
の
構
造
や
設
備
の
基
準
は
、
法
で

と
お
り
で
す
か
ら
、

該
当
者
は
十
一定
め
て
あ
り
ま
す
が
、
環
境
衛
生

二
月
三
十
一
日
ま
で
に
大
村
保
健
一
上
自
他
と
も
に
支
聞
の
な
い
よ
う

所
を
通
じ
て
県
知
事
へ
飼
繋
許
可
一
に
し
な
け
れ
ば
な
リ
ま
せ
ん
。
く

申
請
習
を
出
し
て
く
だ
さ
い

。
一
わ
し
い
こ
と
は
保
健
所
ま
た
は
保

(
申
謂
書
用
紙
は
大
村
保
健
所
、
一
険
衛
生
課
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

保
険
衛
笠
課、

大
村
、
西
大
村
、
一一

特
別
清
掃
地
域

竹
松
、
松
原
各
農
協
、
酪
農
組
合

一

に
あ
り
ま
す
。
)

一本
庁
地
区
(
須
田
ノ
木
、
荒
平
、

ム
申
荷
手
数
料
は
十
二
月
末
ま
一
水
計
、
長
岡
、
城
尾
、
木
場
郷

で
に
申
請
し
た
も
の
は
無
料
で
す
一
徳
泉
川
内
郷
、
箕
島
郷
ぞ
除
く
)

一西
大
村
地
区

(上
諏
訪
、
陣
内
、

一

植
松
、
坂
口
、
古
賀
島
を
除
く
)

一竹
松
地
区
(
辻
九
郎
丸
、
失
次
、

平
寄
、
卒
、

今
樟
郷
、
富
ノ
原

郷、

黒
丸
郷
、
九
郎
丸
、
立
小

路
、
田
端
巷
除
く
)

松
原
地
区

(山
下
、
梶
尾
、

東
光

寺
、一
ニ
ノ
郷
、
四
ノ
郷
、
五
ノ

郷
を
除
く
)

(三
浦
、
鈴
田
、
茸
瀬
、
福
重

地
区
は
全
部
除
外
地
域
)

許
可
を
必
要
と
す
あ

家
畜
の
頭
数

牛
一
頭
以
上
、
馬
一
頭
以
上
、

豚

一
頭
以
上
、
め
ん
羊
一
一
間
以

上
、
山
羊
一
一
明
以
上
、
犬
十
頭

以
上
、
鶏
(
三
十
日
未
澗
の
ひ

な
を
除
く
)
百
羽
以
上
、
あ
ひ

る
(
三
十
日
未
満
の
ひ
な
を
除

く
)
五
十
羽
以
上

特
別
清
掃
地
域
と
は
:
・

生
活
扶
助
費
は

初
日
に
支
給

生
活
扶
助
費
一
月
分
が
十
二
月
二

十
五
日
に
繰
り
あ
げ
支
給
さ
れ
ま

す
。
支
給
方
法
は
従
来
ど
お
り
で

す
。

な
お
、
二
月
分
以
降
の
繰
り
あ
げ

支
給
は
し
ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
く

だ
さ
い

。

(

福
祉
事
務
所
)



そ
う
な
ど
は
ん
だ
な
。
で
も
よ
く
一ん
が
気
持
よ
さ
そ
う
に
し
て
手
を

と

の

た

び

農

耕

一

〈

期

同

一

月

十

一

、

十

二

日

ち
ん
ば
の
お
前
が
乙
と
モ
で
束
ら
一あ
げ
て
く
れ
る
と
と
よ
。

そ

し

て

作

業

用

自
動
車
一

(
岩
松
駅
出
発
二
十
二
時
三
十

周

じ

気

持

で

れ

た

な

。

元

気
だ
っ
た
ね
」
と
い
玄
等
代
お

ωよ
う

な

け

が

人

に

限

定

さ

れ

た
一
分
、

同

襲

撃

九
時
)

て
大
き
な
冷
た
い
手
で
頭
を
つ

一が
今
日
も
な
か
ゥ
た
ね
、

と

尽

つ

特

積

自

動

車
免
一
〈
参
拝
神
社
宮
地
以
神
社
(
福

-
(富
江
小
学
校
一
色
年
一
松
山
寿
代
)
一
よ
く
ぐ
り
ぐ
り
な
で
て
く
れ
ま
し

一と
、
う
れ
し
〈
て
ね
仕
事
を
や
る
許
取
得
者
が
唯
一
岡
)
赤
間
宮
(
下
関
}
和
布
刈

。
ヵ
ミ
ナ
リ
ザ
と
か
山
凶
一
引
で
す
がO

一
父
法
道
路
工
夫
だ
。

で
も
惟
け
一た
。
そ
の
時
、
父
の
手
に
は
、
ま
一は

り

合

い

が

あ

っ

と

よ

。

誌

の

自

動

車

の

運

転

一

神

社

自

)

タ
ク
シ
ー
6

と
か
最
灯
軍
主
一
似
て
ら
つ
い
っ
た
、
と
と
か
ら
毎
年
一
ん
が
き
ら
う
道
路
工
夫
を
父
は
笑
一
め
が
い
く
つ
も
で
き
て
い
た
の
で

一む
ね
は
じ
ん
と

υた
ヴ
お
と
v

っ

さ

を

希

望

す

あ

助

一

A
経
費
大
人
一
人
(
国
鉄
運
賃

ず
る
人
た
ち
下
と
っ
て
す
利
鮒
一月
古
か
ら
一
カ
用
問
。
豆
顔
で
働
い
て
い
る
。
一
二
年
前
ま
で
ご
と
う
ち
ゃ
ん
、
ま
め
が
た
く
さ
ん
の
働
い
て
い
る
気
持
ち

、

山

の

合

は

、

経

免

許

一

パ

ス

賀

、

入

場

料

.g

く
な
い
あ
ざ
名
を
い
六
だ
い
て
い
一ま

も

る

品

。
と
し
て
全
白
二
は

m
Zっ
て
い
た
が
失
敗
し
、
一
ん
あ
る
ね
。
あ
ま
り
廷
却
す
っ
と

一や
の
人
が
私
の
父
の

よ

う

な

気

持

議

員

で

な

一

岩

松

九

六

品

、

大

村

九

五

五

ま
す
が
、
と
れ
は

一部
の
人
た
ち
一斉
に
特
設
省
、
諮
鉱
山庁
、
運
輸
省
一
あ
れ
こ
れ
と
仕
事
を
し
て
い
た
。
一
一

一

一

』

¥

一

一

一

体

が
悪
く
な
る
よ
」

と
い
ろ
と

-

ち
ゃ
持
つ
℃
し
て
く
れ
た
ら
、
道
一
く
限
定
一
部
解
除
に
改
め
ら
れ
、
一
円
、
竹
松
、
訟
原
九
四
O
円

の
貿
易
な
い
乱
暴
選
が
、

と
一自
治
庁
を
は
じ
め
、

都
道
府
県
市
一
定
私
は
悪
い
道
重
っ
て
い

否

「う
ん
、
だ
い
じ
よ
主
だ
一
一
路
の
上
に
ご
み
ぞ
す
て
た
リ
、
材
一士
一
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ
る
と

一0
・
申
込
定
員
に
達
す
れ
ば
締
め

の
よ
う
な
あ
ざ
名
を
γ

つ
ん
で
い
る
↑
町
判
が
主
悩
し
で
種
々
の
行
事
を
一
た
ら
ブ
レ
ー
キ
が
き
か
ず
、
車
の
一
』

一

一

一

一

f

E

一と
ま
た
頭
を
な
で
て
く
れ
ま
し
た
一木
ぞ
お
い
た
り
す
る
人
も
い
な
く

一と

に

な

り

ま

し

た

。

一

切

り

ま

す

。

の
で
す
。

一実

施

し

、

道

路

を

ま

も

る

趣

旨

を

一

下

に

足

を

は

さ

ま

れ

び

っ

と

に

な

一

一

一

一

一

一

一

私
は
に
乙
に
と
し
て
父
の
方
を
一
な
あ
だ
ろ
う
が
。
一
く
わ
し
、
と
と
工
大
サ
守
察
署
交

一

(

大

村

駅

)

と
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
多
く一

徹
底
胃
せ
て
い
る
の
で
す

。

一

っ

て
し
ま
っ
た
。
父
が
道
路
工
夫
一

一

一

し

i
f
J。
一

の
ケ
ガ
人
や
、
な
か
に
は
死
ぬ
人
一
わ
た
し
た
ち
は
正
し
い
連
事
一
に
な
っ
た
の
は
、
私
が
け
が
し
て

一
見
た
@
父
は
大
つ
ぷ
の
演
を
た
め
一
部
達
が
一
番
お
世
話
に
な
っ
代

一北
係
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
し
一
原
爆
被
爆
者
へ
補
装
具

日
当
呼
出
可
抗
間
J
見
臥
釘
れ
れ
以
d
u
山
一d
矧
は
日
続
可
L
れ
れ
μ
わ
綜
れ
代
♂
市
山
町
品
開
閉
一一昨
一一一パ均一一一一一一昨
一川内は
M
河口一時間門町内

な
ど
が
大
半
で
は
あ
り
ま
す
が
、

一よ
っ
て
、
事
故

ωな
い
迫
撃

つ

一
ん
つ
め
を
か
た
に
か
つ
い
で
出
川
一は
ん
霊
ぺ
始
め
ま
レ
た
。
「
寿
一人

に
ば
つ
霊
た
え
る
の
で
は
な

一義
験
し
ま
す

の
で
、
試
験
場
で
一よ

び

長

害

者

読

書

容
の

な
か
に
は
道
路
を
も
う
少
レ
市
民
一く
り
あ
げ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
一
け
た
時
、
私
と
ほ
は
「
白
い
ぶ
た
一代、

さ
っ
ち
ゃ
ん
は
、
昨
日
と

と

か
ろ
う
か

A

私
が
受
け
た
よ
う
な

石
同
室
し
て
百
二
十
円
を
徴
収
世
つ
え
福
祉
事
務
所
へ
お
パ
ご
く
だ

の
心
掛
り
で
か
わ
い
が
っ
て
や
っ

一
で
す
。
一
に
に
と
っ
ね
」
と
い
っ
て
父
の
か
一
下
の
方
の
道
を
修
理
す
る
時
に
、

一ま
つ
を
。

(
建
設
課
)
一ず
る
予
定
で
す
。

一さ
い
。

(福
祉
事
務
所
)

て
い
た
ら
乙
ん
な
事
故
が
起
ら
ず
一

つ
ぎ

ω作
文
は
h
q

み
ん
な
で
道
一
っ
と
う
梧
笑
い
ま
し
た
。

そ

う

い

一

お

前

が

け

が

を

し

た

と

こ

ろ

を

二

}

一

一

一

一

一

i
l
i
l
i
-
-
i
j
一

(

大

村
市
交
通
安
全
協
会
二

保

護

観

察

協

会

へ

寄

付

に
済
ん
だ
り
で
は
な
か
角
う
か
、

一
路
を
ま
も
り
ま
し
ょ
う
4
月
間
で

一わ
れ
た
父
は
は
ず
か
し
そ
う
に
、

一
番
先
に
な
お
し
た
よ
。

今
の
よ
う
一

一

一

と
い
う
こ
と
も
、
し
ば
し
ば
あ
る
一
募
集
さ
れ
、
小
学
生
の
部
一
等
入

一に
や
に
や
笑
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
一
な
り
っ
ぱ
な
道
だ
っ
た
ら
、
お
前
一

み

ん

立

の

刀

と

一

一

大

村

市

並

松

郷

三

三

回

、

久

田

繁

一

一

一

一

I

r

F

一
新

春

三

社

詣

リ

募

集

一

巴

わ
げ
で
す

J

狭
い
道
路
に
自
転
車
一
連
山
も

ωで
、
ケ
ガ
を
し
た
小
学
一
し
て
ち
ら
つ
と
私
の
松
葉
づ
え
を
一も
ぴ
っ
乙
に
な
ら
な
か
っ
た
の
だ
一

み

ん

な

に

仕

事

を

一

一

太

色
。
ん
は
「
刑
争
終
え
て
更
生

や
リ
ヤ
カ
ー
を
協
き
っ
ぱ
な
し
に
一生
が
、
。
道
路
と
は
ど
ん
な
に
大
一
見
て

コ
灯
っ
て
く
る
け
ん
ね
」
と
一が」

と
か
な
し
そ
う
に
い
っ
た
。
一

一

大
村
駅
で
は
、
関
門
観
光
見
学
一に
努
力
し
て
い
る
人
た
ち
の
た
め

し
た
り
、
材
す
?
を
般
り
だ
レ
た
り
一切
な
も
む
で
あ
る
か
。
と
い
う
乙
一
い
っ
て
元
気
に
出
か
け
ま
し
た。

一
父
は
続
け
て
「
と

F

っ

ち

ゃ

ん

が

二

炭

鉱

離

職
者

を

一
巻
兼
ね
た
新
春
の
一
一
夜
詣
り
団
体
一に
使
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
長
崎
更

し
て
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
一
と
を
儲
コ
た
美
し
い
作
品
で
す
。一

冬
休
み
の
あ
る
日
、
べ
ん
と
う
一

番
う
れ
し
い
の
は
何
と
い

っ
て
も

一

あ

な

た

の

企

業

に

一
ぞ
募
集
し
て
い
ま
す。

一生
保
護
観
察
協
会
大
村
支
部
へ
一

交
通
妨
害
の
原
因
を
つ
く
っ
て
い
一

ご
家
庭
み
ん
な
で
ゆ
っ
く
り
読
一
書
っ
て
行
っ
た
時
の
と
と
、

父
一
と
う
ち
ゃ
ん
達
が
手
入
れ
し
た
道
一

(

大

村

会

職
業
安
定
所
)

一
A
募
集
人
民
主
百
五
十
名
(
岩
一万

円

書
付
さ

H

同
じ
気
持
で
N

道
路
を

愛
護
し
ま
し
ょ
う

に
犬
切
で
あ
る
か
ぞ
考
え
て
み
た

い
も

ωで
す
。

(第2~1 号)りよだ政ホナ大(毎月1日，10f] ，20日発行〉

ム
内
容
①
ふ
さ
よ
せ
⑧
ひ
「
あ
と
い
く
つ
寝
る
と
お
正
タ
ン
白
質
や
ビ
タ
ミ
ン
、
乙
と
て
献
立
を
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
川

き
肉
の
卵
巻
③
ソ
|
セ

1
2と
高
ぶ
子
ど
も
た
ち
に
餅
に
ビ
タ
ミ
ン

A
や
日

1
は

一

六

つ

の

基

礎

貧

品

川

ジ
ゼ
リ

ー

か

け

は

と

て

も

魅
力
的
な
も
の
で
す

0
1
一
一
一
%
少
な
く
な
り
、
ピ
川
緑
や
黄
の
濃
い
野
菜
(
ピ
山

A
日
時
、
場
所

学
校

ω休
み
中
に
は
伺
食
に
な
タ
ミ
ン

B
2は
四
O
%
も
少
タ
ミ
ン
A
、
C
、
鉄
、
ヵ
九

一
己
L

十
二
月
十
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